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Ｕ ‐ 1 2 リ ー グ 後 期  Ｕ ‐ 1 5 高 円 宮 杯 ス タ ー ト す る よ ！  

山梨県4種委員会で主催するU-12リーグ
後期リーグが10月6日からスタートします。
前期リーグの成績は、U-12が9戦3勝2分4
敗、SC（P）が9戦5勝4敗、そしてSC（A）が7
戦3分4敗となっております。 
後期もそれぞれ拮抗したゲーム内容の中
で全力でプレーすることを期待しましょう 

フォルトゥナ・フォーチュン・プロジェクト イベント開催報告 

9月7日(火) U-15の選手たちとご父兄の皆様で『食育イベント』行いました。当日は照れながらもお母さん

の隣で包丁片手に野菜・お肉に格闘してました。 隣で微笑んでいるお母さんの優しく見守るまなざしが印
象的な素晴らしい時間が過ごせました。最後に、選手たちがお母さん・お父さんのお弁当箱に飾り付けなが
ら盛り付けました。本当においしいお弁当が完成し、お母さんたちも大喜びでした。当日の講師の先生は、
当誌のフォーチュン・プロジェクトのコラムニストの芦澤先生が務めました。お肉もオオタ総合食品様から
提供を受けました。ありがとうございました。今後も他のカテゴリーで続けていきますのでお楽しみに。 

山梨県第3種委員会が主催する高円宮杯 
山日ウイナーズカップがスタートしま
す。我がＵ－１５は6日からスタート。 
今年こそ優勝杯を奪還する目標で、一
試合一試合、選手みんなが全力でプ
レーすることを期待しましょう。 
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春日の
ちゃぶ台 

◆◇事務局から◇◆ 
□緊急衣料品支援求める！！ 
今年8月、フィリピンとルソン島では、台風により
未曾有の災害が発生しました。家屋を失った人は
数千人、死者数も千人規模の大災害でした。その
事実を知った今、知らん顔はできません。クラブ
として支援をしていきたいと考えます。どうかご
協力お願いいたします。 
【不要衣料品の支援を！！】 
◆下着から上着までのすべての種類  
◆現地は南国なので薄手のもの 
◆洗濯済みの物 
◆持ち込みの際は種類別にお願いします。 
◆持ち込みはクラブ事務局へお願いいたします。 
◆持ち込み期限は、11月末までです。  

☆峡中ＴＣ 2年連続 優勝☆ 

【紹介】 本名：清水洋輝  年齢：27歳   出身地： 甲府市  日本サッカー協会公認Ｂ級コーチライセンス取得 
フォルトゥナU13担当の清水洋輝です。社会福祉法人あそびじゅくで介護の仕事に 

携わっています。フォルトゥナ３期生として、このクラブの卒業生、出身です。心から 

サッカーを楽しみ、多くの事を学ぶことができた中学時代でした。一番印象に残って 

いるのが、中学３年生の時に行ったドイツ遠征です。年齢も体格も上の選手と戦った 

時は、スピードと技術、パワーの違いに驚き、粘り強く相手選手についていく事に精 

一杯でした。この経験があったことで、うまくなりたいという気持ちがさらに強くなり、 

日々の練習を大切にし、諦めず最後までやり遂げることを目標に頑張りました。目標 

を持ち、それに向かって進んでいくことで精神的に強くなり、自信を持つことが出来まし 

た。「見ている人もプレーする選手も、みんなが楽しいと思えるサッカーをする」これが 

私の目指すサッカーです。チーム全員でゴールを目指し、ゴールを守り、それぞれが 

目標を達成した時に感じる気持ちを忘れず、さらに上を目指し成長し続けてほしいと 

思っています。最後に選手たちが、フォルトゥナでプレーできて良かった、楽しかった 

と将来ここでの学びや経験が活かせるよう、指導者として全力でサポートしていきたい 

と思います。 

 

第37回山梨県選抜少年サッカー大会は、23日敷島総
合公園運動場で行われ、決勝で峡中TCXが甲府TCA

をＰＫ戦で下し2年連続6度目の優勝で、大会2連覇達
成！峡中地区からはTCXとTCZの2チームが参加。 

 クラブからジュニア6年生より14選手が選出され全力
でプレーしました。TCZは予選L2位となり第3位 

となった。 

８月９、１０日で夏季合宿を行い、その中にサッカーから離れた経験
をするプログラムを組み入れました。社会福祉法人あそびじゅく様の
協力のもと、明野にある栗畑に行き、炎天下の中、普段では体験で
きない栗拾い、草刈りなどの作業を行いました。その中で選手たち
は、初めての経験にとまどいながらも協力し合い、すすんで作業に
取り組んでいました。また、話す事が困難だったり、車いすにのって
いる障害者の方たちとのふれあいもあり、身振り手振りでしたがコミ
ュニケーションを取ろうと頑張っている姿を見る事が出来ました。 

相手の気持ちを考え、察して行
動に移すことが出来ていたと思
います。選手たちも障害者の方
たちも元気いっぱい楽しんでい
ました。今後もサッカーの技術
向上だけを目指すのではなく、
選手たちの経験を増やし、大き
く成長できるこのような機会、行
事を増やしていきたいと考えて
います。 【洋輝コーチより】 

http://www.cocacola.co.jp/
http://www.k2103.ecnet.jp/
http://www.otsuka.co.jp/
http://www.keicars.jp/

